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年度 経緯

昭和６１年度 　印西クリーンセンター稼働開始（１・２号炉、粗大ごみ処理施設）

平成　５年度 　温水センター運営開始

平成　８年度 　地域冷暖房システムへの余熱（蒸気）供給開始

平成１０年度 　３号焼却炉増設工事竣工

平成１１年度 　印西地区一般廃棄物最終処分場業務開始

　現在地内の建替用地（テニスコート部）での次期施設整備を管理者・副管理者に説明する。

　組合議会及び関係市町村議会から、現在地ありきではなく、他の場所も検討すべきとの意見が示される。

　【次期中間処理施設整備検討委員会】を設置する。

　組合関係市町村より５箇所が抽出され、現在地を加えた計６箇所を比較検討地とする。

　（印西市：８住区、９住区、現在地　　白井市：平塚　　印旛村：岩戸　　本埜村：みどり台三丁目）

　市町村合併により組合関係市町が印西市、白井市及び栄町の３団体となる。

　【次期中間処理施設整備検討委員会】が、比較検討地における評点合計の上位３箇所を管理者へ報告する。（８住区、９住区、現在地）

　管理者・副管理者会議にて、上位３箇所を候補地とすることを決定し、当該３箇所を行政区域内に持つ印西市へ意見照会したところ、

　９住区又は現在地が望ましいとの回答がある。

　【次期中間処理施設整備検討委員会】が、次期中間処理施設整備基本計画（案）を管理者へ報告する。

　管理者・副管理者会議にて、９住区がより望ましいと合意し、建設予定地として決定する。

　建設予定地を９住区とした住民説明会を計１１回開催する。

　板倉新印西市長が管理者に就任

　印西市長から管理者へ、「現計画の白紙撤回」が申し入れされる。

　【次期中間処理施設整備事業用地検討委員会】を設置する。

　【次期中間処理施設整備事業用地検討委員会】が、候補地選定方法に関する中間答申書を管理者へ提出する。

　【次期中間処理施設整備事業用地検討委員会】が、候補地を印西地区内から広く募集【資料編(4)参照】し、６箇所の応募を受理する。

　　（岩戸地区、草深地区、滝地区、武西地区①、武西地区②、吉田地区）　※後に草深地区と武西地区①は辞退

　【次期中間処理施設整備事業用地検討委員会】が、最終的な応募地４箇所に現在地を加えた５箇所を候補地として位置付け、比較評価する。

　候補地の一つである吉田地区の地元町内会（吉田区）から、同意書が提出される。【資料編(5)参照】

　【次期中間処理施設整備事業用地検討委員会】が、候補地の比較評価結果に関する最終答申書を管理者へ提出する。【資料編(6)参照】

  管理者・副管理者会議（建設候補地選定会議）にて、吉田地区を建設候補地として選定する。【資料編(7)参照】

　【次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画検討委員会】と【次期中間処理施設整備事業地域振興策検討委員会】を設置する。【資料編(29)参照】

　地元町内会である吉田区と組合で、吉田地区を建設候補地として決定したことを確認及び両者の役割等を定めた基本協定を締結する。【資料編(8)参照】

　【次期中間処理施設整備事業施設整備基本計画検討委員会】が、施設整備基本計画に関する答申書を管理者へ提出する。

　【次期中間処理施設整備事業地域振興策検討委員会】が、地域振興策に関する答申書を管理者へ提出する。
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